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【定例活動報告】 

　緑のダム北相模に参加し続けて10年過ぎた。中学生だった私がなんと社
会人秒読みである。 
　全ての始まりは中１のとき、「地球環境部」という奇妙な名前の部活で
宮村連理先生と出会ったことだった。当時の私は今よりよほど時間があ
り、毎回森に通った。活動に集まる一回り年上の学生や社会人のメンバー
は、自分とは違う世界を知っているようで話すのが楽しく、またちょっと
普通でない体験ができるのも刺激的だった（数年前に「水源環境保全・再
生かながわ県民フォーラム」に出ないかと言われたときは流石に動揺し
た）。経験した非日常は書けど尽きないが、この世にはいろんな人がいるんだ
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と知ったし、面白そうなことに軽率に飛び込む謎の度胸らしきものが身に着いたように思う。 
　中学の同期や先輩で、今も活動に参加し続けている人は実は少ない。かく言う私も参加頻度は当時より
かなり落ちた。しかしずっと「ガチ勢」でいなくとも10年続けられるし、受け入れてもらえる。今回この
ような場をいただけたことがその証拠である。緑のダムの皆さんに感謝するとともに、これからは自分が
少しでも貢献していけたら嬉しい。 　 

濵田　真帆（お茶の水女子大学文学部４年） 

【定例活動報告】知足の森 

　 
　人生初の林業を経験できてとても楽しかったです！私の班では全体の中でも太めの木を切ることになり
ました。他の班が紐を駆使して木を引っ張って華麗に倒す作戦をとるなか、私の班ではノコギリ一本で勝
負。ノコギリで木に切込みを入れていく感触は、美術の時間でベニヤ板を加工する時と何も変わりはあり
ませんでしたが、「生きた木」を切っていると考えると手にはその責任の重さがのしかかってきました。
しかし、いざ木が倒れ始めるとそんな憂いは一瞬で吹き飛び、ただただ感動するばかり。木々を掻い潜っ
て綺麗に倒れていく木に、地に叩かれたときのドスンとした音、時間差でシャワーの様に降り注ぐ無数の
ヒノキの葉っぱ、そして立ち込めるヒノキの澄んだ香り、今でも、その一瞬の光景を五感を伴って鮮明に
思い出せます。今回の体験は、林業に漠然としたイメージしかなかった私に、林業の大変さと同時に面白
さも教えてくれました。この活動がより多くの若者とって実体験としての林業を知れる場となり、林業の
楽しさを理解する人が少しでも増えるよう心から願います。少なくとも私の価値観を大きく変えたことは
間違いありません。また機会があれば参加したいです。ありがとうございました！ 

有田　紘人（早稲田大学政治経済学部1年） 

　今回の森の活動では比較的、高所の木を間伐しました。最初の、受け口を切るところが地味にノコギリ
を入れるのに苦戦しました。特にどこら辺が大変だったかと言うと、ノコギリの角度を正確にして切るの
が大変でした。もう一つ大変だったところは木を倒す時に綱を引く時に綱を真っすぐに調整するところが
大変でした。今回、一班の反省点としては木を倒す時の退避が話していて遅れてしまったことです。次
は、集中して作業に取り組みたいです。また、今日はAmazonさんや早稲田大生さんのお力も借りること
が出来たのでとても作業が楽になりました。もう一つ今回の活動では森から少し離れた林でテレビの企画
で使う予定だった丸太を軽トラに積む作業と草刈りを行いました。軽トラに積む作業では、思った以上に
重たく完全にナメてました。ですが、すごくやり甲斐があり終わった頃には「楽しかった」に本心が変
わっていました。反省点としては自分のペースで丸太を引っ張って運んでしまったことでコケかけてし
まった人が出てしまったので次このような活動があった時は他の人のペースに調整しながら運んでいきた
いです。その後の草刈りではノコギリを使いボーボーになっていた草を刈り見違えるくらいまで綺麗にす
ることができました。今回、全体の活動を通してもう少し活動中の態度面やチームとの協調性を見直すこ
とが出来ると思いました。次の、活動ではこれらのことを意識して活動したいです。 

菊池　詠太（GTE LAB 中学１年生男子） 
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桜井尚武の 

森のコラム 
 

　メギ科の落葉低木で樹高は2m程度、株立ちしよく
枝分かれします。この木の節に発生する多数の鋭い
刺針からコトリスワラズ、ヨロイドオシなどの別名
があります。枝には長枝と短枝があり葉は互生、小
型のへら状で全縁。長枝の葉は刺（とげ）に変形す
るという記述がありました（図1）。長枝とは当年
（発生した年）に伸びた枝で、短枝とは当年伸びた
枝の葉が発生した部分に翌年以降発生する殆ど伸長
しない枝です。メギの場合はこの短枝部分に葉を束
生させます。当年に発生した5mmから1cm以上の長
さのある刺針は翌年も残り枝全体に針を巡らせるこ
とになります（図2）。 
　花は4月頃に総状か散状にぶら下がるように数個着
くようですが、私の見た頃には一部が落ちてしまっ
たようで束になっているのは見られませんでした
（図3）。果実は秋に赤熟します（図4）。 
　本種は関東以西の本州、四国、九州で山地から丘
陵の林縁部や原野に普通で、石灰岩や蛇紋岩地帯な
どの積悪地でも生育します。 
　かつて日々の煮炊きや暖房のためのエネルギー源
に薪や粗朶（そだ）を使っていた時代には家の中に
煙が充満するのが普通で、結膜炎などで眼を患うこ
とが多かったそうです。そんな時代にこの木の地下
茎や幹を細かく砕き乾燥させたものを煎じて目を洗
う薬にしたと伝えられ、その眼を治す効用から「目
木」と名付けられたといわれています。 
　この種の別名はコトリスワラズですが、メギと
は葉縁に鋸歯があることで区別できる同属別種の
ヘビノボラズやヒロハノヘビノボラズという種が
あって、これらもこの樹種の鋭い刺針を見てつけ
た名前でしょう。 
　19世紀後半に観賞用として北米に導入され、庭
木や庭園木に利用されましたが、繁殖して自然林地
にも侵入し、ミシガン州北西部ではJapanese 
barberryとして要注意植物に指定されたそうです。
また欧州にも導入され色んな育種の手を経て様々な
葉の色を持つメギが開発されました。今では日本で
も園芸用に欧米から逆輸入されたメギが使われてい
るようです。 
　Berberis属であるメギの近縁種は世界に500種位
あるそうですが、その中でも日本にしか分布しない
とされるメギが広く園芸の世界で多用されているこ
との理由はわかりません。しかし、私の乏しい経験
ですが、アメリカ東海岸やドイツなどでも、こんな
ところにメギがあると気付いて、おや？！と思うこ
とが度々ありました（図5）。 

桜井　尚武（本会、会員） 
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「メギ( Berberis thunbergii )  」 

図３　メギの花 

20260417 

科博実験植物園つくば  

図１　メギの長枝と短枝 

20230527　天城山静岡  

図２　メギの刺針 

20260531 

科博実験植物園つくば   

図４　メギの果実 

202510129　科博実験植物園つくば  

図５　ドイツで見たメギ 

20140502 

Muenster（ミュンスター）  
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【活動報告】今年も「みどりとふれあうフェスティバル」に出展しました。 

　今年も5月9日10日の２日間に渡り、高尾599ミュージアムにて開催された「みどりとふれあうフェス
ティバル」に出展しました。様々な団体が出展する中で、差別化を図る必要もあり、本会からは木製キー
ホルダーをガチャで選んでもらい、レーザー彫刻ができる、かつ有料という企画で臨みました。現地では
中学生、高校生が主となりスタッフを行い、呼び込みから、体験の説明、レーザー彫刻機の操作まで行い
ました。有料でしたが、目標としていた個数は体験してもらうことができました。同時に、中学１年生に
とってはイベントの運営、スタッフ初めての体験となりましたが、一生懸命声をかけ、体験してくださる
方には丁寧に対応して、多くの方がご満足していただける木製キーホルダーを持ち帰っていただくことが
できました。みどりの大使さんやサザエさんも来てくださり、国土緑推さんのブースもあり、本会の間伐
材を活用したガチャを使用していただいておりました。 
　また、その前日の８日は活動地である相模原市立北相中学校の
総合の時間で森について考えてもらう授業も実施し、今後の参加
者の増加に期待したいところです。 

宮村　連理（本会、副理事長） 
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参加にあたって： 
初参加者は、9時15分までに
JR相模湖駅前に集合です。服
装、持ち物については、汚れ
ても良い服装、着替え、滑ら
ない靴　成るべく皮製手袋、
万一の怪我に備えて保険証、
飲料水、主食、昼食 

危機管理・救急対応： 

危険管理・救急体制・森林ボ
ランテイア保険の準備の他、
会として可能な限りの体制を
敷いていますが「怪我・事故
は、自己責任」です。 

NPO法人 
緑のダム北相模 
名称：特定非営利活動法人　緑のダム北相模 
現地事務局：〒252-0172　相模原市緑区与瀬本町12　かどや食堂内 
支援団体：セブン-イレブン記念財団 
	 積水ハウスマッチングプログラム 
	 国土緑化推進機構・緑の募金 
	 ChangeX（AWS助成） 
協働団体：神奈川県、相模原市、小金井市、マルモ出版、 
　　　　　東京学芸大学環境教育研究センター、 
            （社）東京学芸大EXPLAYGROUND推進機構 

Amazon 
Community Collaborator
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